
8SUMMER 2010　ならやま9 ならやま　SUMMER 2010

は
じ
め
に

理
数
離
れ
は
、
言
わ
れ
始
め
て
か
ら

約
二
十
年
近
く
に
も
な
り
ま
す
。
理

数
は
、
我
々
の
生
活
を
支
え
る
科
学
技

術
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
一
人
一
人
の
人
生
を
豊
か
に
す
る

「
考
え
る
力
」
を
育
み
ま
す
。
教
員
養

成
を
使
命
と
す
る
奈
良
教
育
大
学
で

は
、
平
成
17
年
度
か
ら
理
数
に
強
い
教

員
の
養
成
を
始
め
ま
し
た
。「
新
理
数
」

と
略
称
さ
れ
、
正
規
の
教
科
以
外
に
、

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
特
別
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
希
望
制
で
履
修
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

「
興
味
・
発
想
」の
芽
、「
論
理
・
抽
象

的
思
考
」の
力
を
育
て
る
導
入
教
育

新
理
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１
回
生
前

期
の
「
先
端
科
学
の
基
礎
概
念
」
と
い
う

オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
授
業
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
物
理
、
化
学
、
生

物
、
地
学
、
数
学
を
専
門
と
す
る
十
数
名

の
教
員
が
自
分
の
分
野
の
先
端
的
な
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
リ
レ
ー
し
て
授
業
を
進
め

て
行
き
ま
す
。
各
分
野
の
興
味
深
い
話

を
半
年
で
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

後
期
に
は
、「
新
理
数
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
前
期
の
授
業
で

興
味
を
持
っ
た
分
野
を
選
び
、
担
当
の

教
員
か
ら
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
指
導
を

受
け
ま
す
。
こ
の
と
き
、
徹
底
し
た
少

人
数
教
育
が
行
わ
れ
ま
す
。
1
名
の
教

員
に
対
し
て
学
生
２
〜
３
名
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
1
対
1
に
な
っ
た
り
も
し

ま
す
。
ま
た
、
1
回
生
か
ら
数
学
の
科

目
を
一
部
前
倒
し
し
て
受
講
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
こ
れ
ら
の
科
目
で
、
論

理
・
抽
象
思
考
能
力
の
向
上
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
す
。

教
科
専
門
性
と
教
育
実
践
力
の
向
上

2
回
生
か
ら
、「
新
理
数
教
育
I
〜
IV
」

の
科
目
群
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
２
〜
３

回
生
の
間
に
、
学
生
各
自
の
力
量
を
伸

ば
す
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
教

科
専
門
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
教
育
実
践
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
連
携
協
力
校
の

授
業
に
実
際
に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

独
自
の
教
材
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
科

書
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
の
他
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん

が
、
様
々
な
ミ
ニ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
同

時
進
行
で
2
年
間
走
り
続
け
ま
す
。

大
き
な
山
場
は
、
2
回
生
の
夏
に
山

村
部
の
小
・
中
学
校
に
3
泊
4
日
の
合

宿
を
し
て
実
施
さ
れ
る
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
」
で
す
。
そ
こ
で
は
、
学
生
自
ら
が
企

画
し
た
理
科
・
数
学
（
算
数
）
実
験
の

ブ
ー
ス
を
運
営
し
、
児
童
・
生
徒
た
ち
に

科
学
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
も
ら
い
ま

す
。
純
粋
な
児
童
・
生
徒
た
ち
の
輝
く
瞳

は
、
学
生
の
教
師
像
形
成
の
原
点
と
な
る

で
し
ょ
う
。

Ｓ
Ｓ
Ｔ
認
定

新
理
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
二
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
理
科
・

数
学
（
算
数
）
を
専
攻
す
る
学
生
を
主

た
る
対
象
と
し
て
い
るSuper Science 

Teacher

（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）
コ
ー
ス
で
、
一
定

の
基
準
を
満
た
す
と
奈
良
教
育
大
学
と

し
て
学
長
名
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
認
定
を
行

い
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
、
理
科
・
数
学
（
算

数
）
の
教
員
と
し
て
特
に
優
れ
た
力
量

を
持
っ
て
い
る
教
員
の
証
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
主
に
文
系
の
学
生
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。小
学
校
教
員
は
、理
科
・

数
学（
算
数
）を
専
攻
し
て
い
な
く
て
も
、

そ
れ
ら
を
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

理
科
・
数
学
（
算
数
）
を
専
攻
し
な
い
が
、

小
学
校
教
員
を
目
指
す
学
生
に
は
、
是

非
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

理
数
で
輝
く
先
生
に
！

教
員
を
志
望
す
る
受
験
生
の
み
な
さ

ん
は
、
順
調
に
行
け
ば
、
今
か
ら
約
4
年

半
後
に
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
未
来
の
あ
な
た
は
、
ど
の

教
科
を
担
当
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

理
科
・
数
学
の
教
員
と
な
り
、
生
き
生

き
と
し
た
授
業
を
や
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？
苦
戦
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
文
系

を
専
攻
し
た
あ
な
た
は
、
小
学
生
の
素

朴
な
質
問
に
戸
惑
っ
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
？
新
理
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

是
非
、
奈
良
教
育
大
学
で
「
理
数
で
輝
く

先
生
」
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

「
ニ
ワ
ト
リ
症
候
群
」
を

　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か

現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
食
習
慣
の
乱

れ
を
表
す
の
に
「
ニ
ワ
ト
リ
症
候
群
」
と

い
う
造
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
造
語

の
由
来
は
、
一
人
で
食
事
を
す
る
様
子

を
示
す
「
孤
食
」、
朝
食
を
食
べ
な
い
「
欠

食
」、
同
じ
食
卓
に
つ
い
て
い
る
者
た
ち

が
異
な
る
献
立
で
食
事
を
す
る
状
態
を

指
す
「
個
食
」、
同
じ
食
品
し
か
摂
ら
な

い
様
子
を
指
す
「
固
食
」
の
最
初
の
文
字

を
並
べ
る
と
「
孤
欠
個
固
（
コ
ケ
コ
ッ

コ
）」
に
な
る
か
ら
で
す
。

食
習
慣
の
乱
れ
は
子
ど
も
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
食
の
欠
食

は
、
20
代
、
30
代
の
男
性
に
特
に
目
立
っ

て
い
ま
す
。
食
習
慣
の
他
に
も
、
食
品
の

産
地
偽
装
、
原
材
料
偽
装
、
消
費
期
限
・

賞
味
期
限
の
偽
装
な
ど
、
食
品
の
安
全

を
巡
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
食
料
自
給
率
の
低

迷
な
ど
食
生
活
が
抱
え
る
問
題
は
多
大

で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
打
開
す
る

た
め
に
政
府
は
、
平
成
17
年
に
食
育
基

本
法
を
策
定
し
、
翌
年
に
食
育
推
進
基

本
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
一
方
、
文

部
科
学
省
は
、「
食
に
関
す
る
指
導
の
手

引
」
を
作
成
し
、
食
育
の
推
進
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
を
日
本
中
の
学
校
に
通
達

し
ま
し
た
。

「
食
育
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
て
ま
す

食
育
基
本
法
が
成
立
す
る
以
前
か
ら
、

本
学
で
は
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
（
※
）

「
味
覚
を
い
か
し
た
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で

料
理
教
室
を
開
催
し
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
食
育
推
進
に
協
力
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
基
本
法
成
立
の
翌
年
、
平
成

18
年
に
は
教
養
科
目
に
「
食
育
と
生
活
」

の
授
業
を
新
設
す
る
な
ど
、
食
育
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
食
育
へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
平
成
20

年
度
「
質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
、
本
学
の
「
教
員
養
成
大

学
に
よ
る
地
域
食
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム 

―
 

食
育
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
と
食
育
リ
ー

ダ
ー
の
養
成 ―

（
通
称
：
食
育
Ｇ
Ｐ
）」

が
選
ば
れ
、
地
域
貢
献
と
教
員
養
成
の

両
面
か
ら
食
育
を
支
援
す
る
組
織
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
員
養
成
に
お
い
て
は
、
食
育
推
進

の
中
心
的
存
在
と
な
る
教
員（
食
育
リ
ー

ダ
ー
）
を
養
成
す
る
た
め
の
食
育
・
健

康
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
食
育
の
必
要
性
や
考
え
方

を
体
系
的
に
教
育
し
、
実
践
的
指
導
力

を
育
成
す
る
と
と
も
に
自
己
の
食
生
活

を
管
理
す
る
能
力
を
高
め
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
教
養

科
目
群
、
専
門
科
目
群
、
実
践
科
目
群
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

奈
良
の
食
文
化
に
親
し
む
と
と
も
に
生

産
労
働
を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
大
学
の
近
く
に
あ
る
老
舗
奈

良
漬
店
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
（
写
真
１
）。

ま
た
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
と
し

て
、
毎
年
料
理
教
室
を
開
催
し
、
学
生

た
ち
が
小
学
生
を
相
手
に
先
生
役
を
務

め
ま
す
（
写
真
２
）。「
食
育
か
る
た
」
は

授
業
を
通
じ
て
学
生
た
ち
が
制
作
し
ま

し
た
。
奈
良
県
下
の
小
学
校
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
の
に
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
た
学
生
に
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
す
。
卒
業
後
の
勤
務
校
に
お
い
て
、

栄
養
教
諭
の
先
生
を
助
け
、
食
育
実
践

の
中
心
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
域
の
食
育
推
進
を

　
　
　
　

お
手
伝
い
し
ま
す

地
域
貢
献
に
お
い
て
は
、
教
材
教
具

の
開
発
と
配
布
、
子
ど
も
用
包
丁
の
貸

し
出
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
料
理
講
習

会
の
開
催
等
を
通
し
て
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
食
育
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

家
庭
科
や
栄
養
教
職
員
の
先
生
方
と「
食

育
リ
ー
ダ
ー
」
を
目
指
す
学
生
が
協
力

し
て
制
作
し
た
教
材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
奈
良
に

学
ぶ
」
は
、
学
校
の
授
業
な
ど
で
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
4
）。
奈
良
県
下
の

図
書
館
や
公
民
館
で
も
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※ 

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
…
学
生
が
子
ど
も

た
ち
へ
の
体
験
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
実

践
的
指
導
力
の
基
礎
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業

地域・学校の食育を
支援します

―「食育リーダーの養成」―
生活科学教育講座

教授　鈴木　洋子

あなたも理数で
輝く先生に!

理数教育研究センター長

松山　豊樹

幅広い知識と経験を  ～  特色あるプログラム

幅広い
知識と経験を
特色ある
プログラム

新理数プログラム

食育リーダ ー養成プログラム

写真1

写真2

写真3

教科書研究発表会

SST認定書授与

参
加
学
生
の
声

 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

   

理
数
・
生
活
科
学
コ
ー
ス

   

家
庭
科
教
育
専
修　

4
回
生

   

（
福
井
県
立
若
狭
高
校
出
身
）

三
宅　

麻
未

私
が
食
育
Ｇ
Ｐ
の
活
動
で
魅
力
的
だ

と
思
う
こ
と
は
、食
育
に
関
す
る
様
々
な

経
験
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
授
業
で

得
た
知
識
を
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
な
か

で
実
践
で
き
る
だ
け
で
な
く
、奈
良
漬
を

つ
く
っ
た
り
、子
ど
も
た
ち
と
の
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
事
業
を
通
し
て
新
し
く
発
見

で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
あ
ら
た
め
て

食
育
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、こ
れ
か
ら
教

師
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
食
育
を

す
す
め
て
い
き
た
い
か
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
学
生
の
声

Ｓ
Ｓ
Ｔ 

二
期
生　
　
　
　

大
学
院 

教
育
学
研
究
科　

修
士
課
程 

教
科
教
育
専
攻

理
科
教
育
専
修 　

１
回
生

（
私
立
甲
南
高
校
出
身
）

　

大
久
保
和
則

新
理
数
で
の
4
年
間
は
、
少
人
数
ゼ

ミ
や
、
授
業
観
察
、
教
材
開
発
な
ど
、
贅

沢
な
日
々
で
し
た
。「
新
理
数
教
育
」
で

は
、
や
り
た
い
実
験
教
材
に
挑
戦
で
き

る
環
境
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
失
敗
と

成
功
を
経
験
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高

大
連
携
で
は
、
教
師
の
仕
事
を
間
近
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番
学

ん
だ
こ
と
は
、
教
師
に
は
、
教
科
専
門
の

ス
キ
ル
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

授
業
の
説
明
や
、
生
徒
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
、
如
実
に
表
れ
て
く
る
こ
と
を

身
を
持
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

「栄養学」「栄養生理学」「食品学」
「調理学」「調理実習」「食生活論」
「食環境管理論」「公衆衛生学」
「健康教育」「小児保健」「栽培」
「給食指導（新設）」
合計12科目23単位を履修

実践・体験による
指導力の自己検証

知識・技能技術の習得

現状課題の認識・把握

実践科目群

専門科目群

教養科目群

「教職実践」「総合演習（食育と共生）
フレンドシップを含む」
「中等教科教育法Ⅲ（家庭）
インターンシップを含む」
3科目6単位を履修

「食と健康」「食育と生活」
「健康とライフスタイル」
「母と子の健康科学」より
2科目以上4単位以上を履修

17
科
目
33
単
位

図1写真4



10SUMMER 2010　ならやま11 ならやま　SUMMER 2010

幅広い知識と経験を  ～  特色あるプログラム

得
ら
れ
る
も
の
は

語
学
力
だ
け
じ
ゃ
な
い

情
報
技
術
の
発
達
な
ど
に
よ
り
、
時
代

は
地
球
規
模
で
考
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ

と
進
ん
で
い
ま
す
。
海
を
越
え
諸
外
国
で

生
活
し
、
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
は
決
し

て
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
人
生
観
を
変
え
る
よ

う
な
貴
重
な
経
験
が
待
っ
て
い
ま
す
。
文

化
や
価
値
観
の
異
な
る
中
で
、
地
球
人
と

し
て
世
界
と
そ
し
て
日
本
を
考
え
る
こ
と

は
、
今
後
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
糧
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
学
で
は
、
７
カ
国
11
大
学
と
国
際
交

流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
毎
年
、
各
大

学
に
１
名
又
は
２
名
の
学
生
が
一
年
以
内

の
期
間
、
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

留
学
中
の
期
間
も
修
学
年
限
に
通
算
さ

れ
、
長
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
場
合
は
、

留
学
先
で
修
得
し
た
単
位
も
審
査
を
経
て

奈
良
教
育
大
学
で
の
修
得
単
位
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
交
換
留
学
期
間
中

も
本
学
へ
授
業
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
留

学
先
大
学
の
入
学
料
及
び
授
業
料
が
免
除

と
な
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
韓
国
の
国
立
公
州
大
学
校

の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。
夏
季
休
業
中
に
二
週
間
、
韓

国
語
や
韓
国
文
化
の
授
業
だ
け
で
な
く
ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
探
訪
や
、
現
地
の

教
育
機
関
訪
問
な
ど
、
大
変
充
実
し
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
お
り
、
本
学
の

学
生
は
協
定
校
参
加
費
で
割
安
で
参
加
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

国
際
交
流
の
ス
テ
ー
ジ
は

キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

一
方
で
、
現
在
18
カ
国
か
ら
74
名
の
外

国
人
留
学
生
が
本
学
で
勉
強
し
て
い
ま

す
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
留
学
生
の
た
め

に
、
一
人
の
留
学
生
に
つ
き
一
人
の
学
生

が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
や
日
本
で
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
学
内
で
も
気
軽
に
国
際
交

流
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
各
国
か
ら
の
留

学
生
と
友
達
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

世界へ羽ばたき国際交流
キャンパス内で気軽に国際交流
奈良教育大学ではどちらも経験ができます!!

副学長（国際交流・地域連携担当）

加藤　久雄

海外留学プログラム

世界中からの留学生との交流も

多くの友人たちとの出会いも留学の醍醐味

国　名 大　学　名

インドネシア インドネシア教育大学

韓　国
光州教育大学校
公州大学校
嶺南大学校

中　国
華東師範大学
西安外国語大学

ドイツ ハイデルベルク大学
フランス リヨン第三大学
ルーマニア ブカレスト大学

アメリカ
セントラルミシガン大学
ロック・ヘイブン大学

国際交流協定校

休日にはピクニックに 幼稚園を訪問して子ども達に日本を紹介

参
加
学
生
の
声

総
合
教
育
課
程 

科
学
情
報
教
育
コ
ー
ス

物
質
情
報
専
修　

4
回
生

（
国
立
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
出
身
）

　

大
畑　

朋
也

私
は
、
協
定
校
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
、
ロ
ッ
ク
・

ヘ
イ
ブ
ン
大
学
に
、
昨
年
8
月
か
ら
10
ヶ
月
間

に
わ
た
り
交
換
留
学
生
と
し
て
留
学
し
て
い
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
留
学
生
活
は
、
言
葉
、
食

事
、
文
化
な
ど
、
日
本
で
は
当
た
り
前
な
一
つ

一
つ
が
当
た
り
前
で
は
な
く
、
慣
れ
る
の
に
本

当
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
戸
惑
い
の

中
か
ら
、
言
語
の
習
得
、
異
文
化
へ
の
理
解
、
環

境
へ
の
適
応
と
い
っ
た
日
本
で
は
経
験
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
成
長
を
自
分
自
身
で
体
感
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
は

日
本
か
ら
世
界
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
世
界
か

ら
私
た
ち
の
国
で
あ
る
日
本
を
見
つ
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
帰
国
し
た
今
、
留
学
当
初
の

目
的
で
あ
っ
た
言
語
の
習
得
は
勿
論
の
こ
と
、

人
生
観
を
左
右
す
る
様
な
貴
重
な
時
間
で
あ
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

奈
良
の
伝
統
文
化
と

文
化
財
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
に

「
地
域
と
伝
統
文
化
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日

本
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
る
奈
良
の
伝
統
文
化
・
文
化
財
に
つ
い
て
、
学

際
的
・
教
科
横
断
的
な
認
識
・
理
解
を
形
成
し
、

知
識
基
盤
社
会
を
多
様
に
支
え
る
高
度
専
門
職

業
人
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
教

育
者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
大
学
院

生
対
象
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

授
業
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で

実
践
力
を
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

奈
良
の
伝
統
文
化
・
文
化
財
を
テ
ー
マ
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
業
科
目
の
組
織
化

共
通
コ
ア
科
目
「
世
界
の
中
の
奈
良
」、
実
践

コ
ア
科
目
「
伝
統
文
化
発
信
法
」
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
を

新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
新
設
科

目
は
、
従
来
か
ら
奈
良
教
育
大
学
に
お
い
て
展

開
さ
れ
て
き
た
、
奈
良
の
特
色
あ
る
伝
統
文
化

と
接
点
を
持
つ
多
く
の
授
業
科
目
や
、
そ
こ
で

履
修
生
が
身
に
つ
け
る
多
様
な
専
門
的
知
識
・

技
能
を
、
実
践
面
を
重
視
し
な
が
ら
束
ね
る
も

の
で
す
。
必
要
な
単
位
を
取
得
し
た
履
修
生
に

は
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
証
書
」
を
交
付
し
、
奈
良

の
文
化
を
継
承
・
発
信
す
る
力
量
を
身
に
つ
け

た
こ
と
を
証
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
は

３
名
、
平
成
21
年
度
に
は
５
名
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

修
了
者
を
出
し
ま
し
た
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

　
　
　
　
　
　
　

海
外
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

平
成
21
年
度
に
は
、国
際
会
議
と
海
外
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
。
教
員
の
み
な
ら
ず
大
学
院
生
も

発
表
や
ポ
ス
タ
ー
制
作
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
海
外
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
の
発
信
の
前
提
と
な
る
知
識
・
経
験
・

技
能
・
国
際
性
を
習
得
す
る
た
め
に
、
学
内
外

有
識
者
に
よ
る
連
続
講
座
や
、
奈
良
の
伝
統
文

化
・
文
化
財
の
源
流
お
よ
び
伝
播
の
実
態
を
探

る
国
内
外
実
地
研
修
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
連
続
講
座
は
足
掛
け
三
か
年
で
計
23

回
、
国
外
実
地
研
修
は
計
７
回
に
及
び
ま
し
た
。

開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
は
以
下
の
通
り

で
す
。

百
済
文
化
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

本
学
で
開
催
。奈
良
教
育
大
学
・
公
州
大
学
校（
韓

国
）・
東
京
学
芸
大
学
共
催
。

日
韓
大
学
院
教
育
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

嶺
南
大
学
校
（
韓
国
）
で
開
催
。
本
学
か
ら
は
教

員
、
院
生
が
韓
国
に
渡
り
、
現
地
で
嶺
南
大
学
校

の
教
員
・
院
生
と
研
究
発
表
・
討
論
。
あ
わ
せ

て
国
外
研
修
を
実
施
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
伝
統
文
化
と
教
育
、
そ
の
将
来
的
展
望
に
向
け

て
」
本
学
で
開
催
。
嶺
南
大
学
校
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
教
育
大
学
・
西
安
外
国
語
大
学
（
中
国
）
の
協

定
三
大
学
と
本
学
に
よ
る
。

文
化
の
継
承
と
発
信

地
域
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
は
、「
な
ら
ま
ち

民
話
地
図
」（
日
本
語
版
・
英
語
版
・
動
画
版
）ワ
ー

ク
シ
ー
ト
「
馬
具
っ
て
な
あ
に
？
」「
宝
山
寺
獅

子
閣
案
内
図
」な
ど
を
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
、「
な

ら
ま
ち
民
話
地
図
」
は
奈
良
市
総
合
観
光
案
内

所
に
常
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
展
覧
会
「
仏

の
中
に
こ
め
ら
れ
た
想
い
」（
7
月
26
日
〜
31

日
、
教
育
資
料
館
に
て
）
や
、
秋
に
は
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
に
関
連
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

国
際
的
視
野
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
備
え
た
、
奈
良
の
文
化
を
継
承
・
発
信
す
る

修
了
生
を
輩
出
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

地域の誇りを世界へ
美術教育講座

教授　山岸　公基

「地域と伝統文化」教育プログラム

参
加
学
生
の
声

大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程　

教
科
教
育
専
攻

美
術
教
育
専
修　

２
回
生

（
秋
田
県
立
本
荘
高
校
出
身
）

　

作
佐
部　

蛍

私
は
、
協
定
校
で
あ
る
韓
国
嶺
南
大
学
校
で
の
研
究
発
表
の

他
、
学
内
展
覧
会
の
た
め
の
寺
社
・
美
術
館
で
の
調
査
や
ポ
ス

タ
ー
作
成
と
い
っ
た
広
報
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
座
学
で
終

わ
る
こ
と
な
く
、
実
地
研
修
で
は
異
文
化
を
肌
身
で
感
じ
、
一

人
で
は
決
し
て
で
き
な
い
経
験
を
た
く
さ
ん
積
む
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
専
修
の
教
授
陣
や
学
生
と
協
力
し
て

の
授
業
、
教
材
開
発
で
の
試
行
錯
誤
は
特
に
力
に
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
奈
良
が
持
つ
文
化
・
歴
史
遺
産
の
価

値
、
国
内
外
か
ら
の
注
目
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国際シンポジウムにて

百済文化国際シンポジウムで発表する大学院生 インドネシア実地研修

ならまち民話地図


